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量子情報の実現のためにはノイズの
低減が非常に重要です。我々は量子
ゼノ効果と呼ばれる、測定を用いたノ
イズの抑制方法を超伝導磁束量子
ビットに応用することを目標とします。

量子系のエネルギー散逸を測定で抑え
る手法はすでに提案されていましたが、
実験的な実現が困難でした。我々は技
術的なハードルが低く、かつ実用性も
高い低周波ノイズの抑制が測定によっ
て実現が可能であることを発見しました。

超伝導磁束量子ビットは制御性に優れ
るものの、寿命が短いという難点があり
ました。本研究で低周波ノイズを抑える
ことができれば、長寿命かつ制御性の
高い量子ビットが構成でき、量子情報の
実現に役立ちます。

超伝導量子ビットで見る量子ゼノ効果
～飛んでいる矢は止まっている～
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量子系では頻繁に状態測定をすることによって量子状態を止めることができる
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量子ゼノ効果による状態変化を表す図。

低周波ノイズによって引き起こされる位相
緩和により、状態はｘｙ平面上を回転してし
まう。そこで、測定過程を経由させることに
より、元の状態への復元を行う。
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量子ゼノ効果による
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